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▼ＳＤＧｓの17の目標とその内容 

 貧困をなくそう 

あらゆる場所で、あらゆる形態の貧困

に終止符を打つ 

 

人や国の不平等をなくそう 

国内および国家間の不平等を是正する 

 

飢餓をゼロに 

飢餓に終止符を打ち、食料の安定確保

と栄養状態の改善を達成するととも

に、持続可能な農業を推進する 

 住み続けられるまちづくりを 

都市と人間の居住地を包摂的、安全、

強靭かつ持続可能にする 

 すべての人に健康と福祉を 

あらゆる年齢のすべての人々の健康的

な生活を確保し、福祉を推進する 

 

つくる責任 つかう責任 

持続可能な消費と生産のパターンを確

保する 

 質の高い教育をみんなに 

すべての人々に包摂的かつ公平で質の

高い教育を提供し、生涯学習の機会を

促進する 

 気候変動に具体的な対策を 

気候変動とその影響に立ち向かうた

め、緊急対策を取る 

 ジェンダー平等を実現しよう 

ジェンダーの平等を達成し、すべての女

性と女児のエンパワーメントを図る 

 海の豊かさを守ろう 

海洋と海洋資源を持続可能な開発に向

けて保全し、持続可能な形で利用する 

 

安全な水とトイレを世界中に 

すべての人に水と衛生へのアクセスと

持続可能な管理を確保する  

陸の豊かさも守ろう 

陸上生態系の保護、回復および持続可

能な利用の推進、森林の持続可能な管

理、砂漠化への対処、土地劣化の阻止

および逆転、ならびに生物多様性損失

の阻止を図る 

 

エネルギーをみんなにそしてクリーンに 

すべての人々に手ごろで信頼でき、持

続可能かつ近代的なエネルギーへのア

クセスを確保する 

 

平和と公正をすべての人に 

持続可能な開発に向けて平和で包摂的

な社会を推進し、すべての人に司法へ

のアクセスを提供するとともに、あらゆ

るレベルにおいて効果的で責任ある包

摂的な制度を構築する 

 

働きがいも経済成長も 

すべての人のための持続的、包摂的かつ

持続可能な経済成長、生産的な完全雇用

およびディーセント・ワーク（働きがいの

ある人間らしい仕事）を推進する 

 

パートナーシップで目標を達成しよう 

持続可能な開発に向けて実施手段を強

化し、グローバル・パートナーシップを

活性化する 

 産業と技術革新の基盤をつくろう 

強靭なインフラを整備し、包摂的で持続

可能な産業化を推進するとともに、技

術革新の拡大を図る 
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２０３０赤穂市総合計画の施策とＳＤＧｓとの関係性について
 
①ＳＤＧｓの概要と意義 
 

○ＳＤＧｓ（エスディージーズ）とは、2015年（平成27年）9月の国連サミットにおいて全会一致で採択

された「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」のことで、2030年（令和

12年）を期限とする、先進国を含む国際社会全体の共通目標です。 

 

○2015年（平成27年）までを期限としていた発展途上国向けの開発目標ＭＤＧｓ（ミレニアム開発目

標）の後続として採択されたＳＤＧｓは、持続可能な世界を実現するための包括的な17のゴールお

よび細分化された169のターゲットから構成され、地球上の「誰一人として取り残さない」ことを理

念とした経済・社会・環境をめぐる広範囲な課題に対する統合的な取組が示されています。 

 

○わが国においては、2016年（平成28年）5月に政府内にＳＤＧｓ推進本部を設置、同年12月には、

ＳＤＧｓの実施指針が決定されており、各自治体に対し、各種計画や戦略・方針等の策定の際にＳＤＧ

ｓの要素を最大限反映するよう求めています。 

 

○2017年（平成29年）12月に閣議決定された「まち・ひと・しごと創生総合戦略2017改訂版」にお

いても、地方でのＳＤＧｓの推進が地方創生に資するとして、ＳＤＧｓを行政・民間事業者・住民等の異

なるステークホルダー間における共通言語として活用することにより、政策目標の理解が進展し、自

治体業務の合理的な連携の促進が可能であると示しています。 

 

 

 

②ＳＤＧｓと２０３０赤穂市総合計画 
 

○２０３０赤穂市総合計画においては、「人」・「地域」・「団体」が一体となり、将来像である「自然と歴史

に育まれ 笑顔と希望あふれる 活力のあるまち」の実現に向けて、「安心」・「快適」・「元気」・「人」か

らなる4つの柱のもと、10の政策とそれに基づく27の施策に取り組みます。 

 

○2030赤穂市総合計画で取り組む方向性は、国際社会全体の開発目標であるＳＤＧｓとスケールは

違うものの、その目指すべき方向性は同様であることから、2030赤穂市総合計画の推進を図るこ

とで、ＳＤＧｓの目標達成に貢献できるものと考えます。 

（※2030赤穂市総合計画とＳＤＧｓの関係性は114～115ページの一覧表に示しています。） 

  


